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第 1章では、1924（大正 13）年 12月 22日より 1925（大正 14）年 2月 28日までに実施された震災記
念堂の設計競技に注目し、応募図案の意匠的特徴を検討した。 














































































系論文集』 第 82巻第 734号、pp.1029-1038、2017.4〔※本論第 2章に対応。〕 
・姜明采・内田青蔵・須崎文代「復興記念館の建設経緯について―横網町公園内建造物に求められた『日







資料として」『平成 27年度日本生活文化史学会大会』pp.13-14、2015.9〔※本論第 1章第 3節に対応。
上記の審査付論文（1）は、本稿をもとに大幅な史料整備を行い、加筆修正を加えている。〕 
・姜明采・内田青蔵「震災記念堂の設計競技応募図案から見る日本的要素に関する一考察」『日本生活








大会』pp.17-18、2017.9〔※本論第 3 章第 1 節に対応。上記の審査付論文（3）は、本稿をもとに大
幅な史料整備を行い、加筆修正を加えたものである。〕 
・姜明采・内田青蔵「横網町公園内建造物の建設過程に関する一考察 ―『日本趣味』の建築が一つの
エリアに構築された事例として―」『日本生活学会第 45回研究大会発表梗概集』pp.28-29、2018.5〔※
本論第 4章に対応。本論は、本稿をもとに加筆修正を加えたものである。〕 
・姜明采・内田青蔵「朝鮮建築会会長萩原孝一について―朝鮮での建築活動を中心として―」『日本建
築学会学術講演概要集』（東北）、pp.987-988、2018.9〔※本論 3章第 3節に対応。本論は、本稿をも
とに大幅な史料整備を行い、加筆修正を加えたものである。〕 
